
● Ⅱ型制服（旧女子制服）をブラッシュアップ
● 生徒が考える「学校生活を過ごすために」（生徒心得）を制定
● 文理探究科は釧路学区以外からの就学枠を拡大（10→20％）

※令和5年10月までに正式決定します。

新学科説明会
湖陵の進化がわかる！

北海道釧路湖陵高等学校

主催：釧路湖陵高校、釧路湖陵高校生徒会
共催：北海道教育庁釧路教育局、釧路市教育委員会
後援：釧路市、釧路湖陵高校同窓会、釧路湖陵高校PTA

【受付・オープニング】

【第1部】
9：40～10：00
10：00～10：50

生徒による探究活動の発表
開会式・新学期の説明・
入試に関する説明

【第2部】
11：00～12：00 シンポジウム

「湖陵の新たな学びの形」
閉会式

歓迎コンサート9：10～9：30

■参加対象：中学生、その保護者、教職員、
　　　　　　その他教育関係者　等
■参 加 料：無料
■申込方法：右上のQRコード、または本校に
　　　　　　直接お申し込みください。
■そ の 他：当日の参加も一部可能です。

http://www.koryo946.hokkaido-c.ed.jp/
詳しくはこちら▼

〒085-0814 釧路市緑ケ岡3丁目1番31号 TEL：0154（43）3131

令和5年8月20日（日）

「まなぼっと幣舞」
釧路市生涯学習センター

2階大ホール

湖陵は
進化する

※学科の名称は令和5年9月に正式に決定します。

令和6年度から令和6年度から

に進化普通科　文理探究科
理数科　理数探究科に進化
普通科　文理探究科
理数科　理数探究科



文理探究科ガイド2024

Hokkaido Kushiro Koryo High School

北海道釧路湖陵高等学校
文理探究科
理数探究科

令和６年４月 文理探究科がいよいよスタートします



北海道

釧路湖陵
高等学校

〒085-0814 釧路市緑ヶ岡3丁目1-31
TEL:0154-43-3131 FAX:0154-43-3134

公式ＨＰ:http://www.koryo946.hokkaido-c.ed.jp

「文理探究科」と「普通科」の違いは何ですか。

「文理探究科」は、これまでの「普通科」の学習に加えて、「チーム湖陵」の支援
のもと、「探究的な学習」を重視しながら、より高い学力を身に付けることができ
る、新しいタイプの「進学重視型のスーパー普通科」です。

「探究的な学習」とはどのような学習ですか。

生徒が自ら課題を設定し、解決に向けて情報を収集・整理・分析したり、周囲の人
と意見交換・協働したりしながら進めていく学習活動のことです。大学における学
びを先取りしています。

「チーム湖陵」からはどのような支援がありますか。

「チーム湖陵」とは、国内外の大学や試験研究機関、自治体、企業などによる湖陵
高校の応援団です。講演や訪問、オンラインなどにより、高校の先生だけでは対応
しきれない皆さんの興味・関心に応えます。

「文理探究科」卒業後はどのような進路が考えられま
すか。

「文理探究科」は、２年生から、「人文重点（文系）」と「理数重点（理系）」の
モデルを参考に進路希望に応じて、科目を選択して学びます。どちらも難関大学を
はじめ、大学進学を目指す生徒に対して、きめ細かな学習指導を行い、希望する進
路実現が図れるようバックアップします。

文理探究科Ｑ＆Ａ

【文部科学省指定】
スーパーサイエンスハイスクール事業
新時代に対応した高等学校改革推進事業



高き希望を湖陵で実現
文理探究科がめざすもの

文理探究科が目指す生徒とは

次代を担うグローバルリーダー
 新たな社会的な価値の創造と科学技術分野の発展に貢献できる生徒

 向学心や探究心を身に付け、自己の進路決定に向けて意欲的に取り組み行動
する生徒

 多様化する国際社会において主体的かつ協働的に取り組む資質・能力を身に付
けた生徒

やりたいことをやってみる
文理探究科の学び

釧路湖陵高校には理数探究科と文理探究科があります

学校設定科目
「ＫＣＳ」

理科・数学の学習を
重視

ハイレベル授業 理科は３分野の学習

理数探究科
（１クラス）

文理探究科
（４クラス）

学校設定科目
「ＫＱ」

１年生は共通の教科
科目を学習

進路別にモデル選択 理科は２分野の学習

目指す進路

医、薬、理、工、農学部等の理系学部 等

目指す進路

法、経済、文、教育などの文系学部
医、薬、理、工、農学部等の理系学部 等

湖陵クエスト（ＫＱ）
「湖陵クエスト」は、生徒の皆さんの「知りたいこと」「学びたいこと」を大切にしなか゜ら、
探究的な学びを深める湖陵高校独自の教科です。クエストの語源は、ご存じの「〇〇
〇〇クエスト」！皆さんも、「湖陵クエスト」で学びの冒険に出かけませんか。

１年  地域の社会や自然を知るための基礎的な力を身に付けます。
 様々な分野の講演やフィールドワークなど体験的な学習を重視します。

博物館学芸員の講演

カーボンニュートラルゲーム データサイエンス学習

 自ら課題を設定して、資料の収集・分析などを通して探究します。
 大学や企業、自治体等の専門家の支援を得ながら研究をします。

 大学や自治体等に研究成果を発表し、社会課題等に提言します。
 海外の大学等と交流したり、各種コンクールなどにも成果を発信します。

知 る

探究する

ポスターセッション

創造する

グループワーク

JICAの研修生との交流 大学での共同研究英語によるプレゼンテーション

釧路湿原フィールドワーク

文
理

探
究
科

※２年、３年の取組については、これまでのスーパーサイエンスハイスクールの活動を参考にしています。

探
究
的
な
学
び

探究的な学び
を通して、学習
の理解が深まり、
自分が大学で
何をどのように
学びたいのか
が見えてくる！

「エー
ジェン
シー」
の向
上

希望する
国公立
大学や
難関私
大に進学
する

資質・
能力
の一
層の
向上

次代を
担うグ
ローバ
ルリー
ダーに

※エージェンシー：自ら目標を定め責任を持って行動する能力

２年

３年























「新時代に対応した高等学校改革支援事業（普通科改革支援事業）」

普通科新学科通信
No.15 令和５年６月23日発行 発行 探究科設置準備委員会

今年度から１年生に先行実施している「学校設定科目ＫＱⅠ」の授業で、６月14日（水）

に釧路市立博物館の学芸員による出前講座を実施しました。生徒は、５名の講師による講

義を５校時・６校時に、２講座選択して受講しました。

講師の方の学芸員になるまでの略歴や現在の研究分野を選択した経緯、学芸員の仕事内

容などの説明から講義が始まりました。それぞれの専門分野の研究に関するお話とともに、

今後の探究活動への心構えなどを事例を提示しながら、話していただきました。各講座の

講義概要と、生徒のレポートの一部を紹介します。

講座１ 産業『君たちは「炭鉱」を知っているか？』

講師 学芸員（学芸主幹） 石川孝織 先生

「日本の近代化と発展を支えてきた石炭。かつては国内

に８００以上の炭鉱があったが、現在は釧路に１つのみと

なった。石炭や炭鉱について、なぜ釧路の炭鉱だけが今あ

るのかについての理由」を説明していただきました。

生徒のレポートより

・石炭は炭素資源の缶詰、海や川で数億年かけて作られた。

石炭は石油・天然ガスとは違い、鉱山で人の手を使って

掘るため危険が大きい。現在日本では釧路のみである。

（坑内掘りも唯一）釧路の炭鉱が残っているのは災害率０を目指し、労働組合も機能し

ていて事故がほぼ起きていないから。

・石川先生が、釧路の炭鉱に興味を持ち、居住地を変える程の行動力や興味のあるものへ

の調査や取り組みの姿勢は、私自身が今後の生活、授業の中で参考にすべき尊敬すると

ころだと思いました。そして、これをするためには、勉強が必要であるということを実

体験も交えて教えてくれたので、今の私ができることを積み上げようと思いました。

講座２ アイヌ文化『”民族共生”を考える』

講師 学芸員（主査） 城石梨奈 先生

釧路地域のアイヌ民族の歴史や、伝統文化、現在の文化伝承について、さらに”民族共

生”とはどういうことなのかについて、講義をしていただきました。また、研究活動を続

けている先生の思いや姿勢に、生徒は多くの事を学んだ様子でした。

生徒のレポートより

・日本の歴史は１つだけではない。文字を使う文化、使わない文化に優劣はない。和人が

来てからの歴史は浅いが、北海道の歴史は浅くない。民族共生とは、互いの違いを認め

る、多方向からの声を聞く、相手の立場から考えること。

・博物館の３本柱 ①資料の収集・保管 ②教育・普及 ③調査・研究

アイヌ語にも方言があるというのが印象的だった。アイヌの方言が、地域によってどの

ように違うか調べたいと思った。

・アイヌ民族、アイヌ文化は身近な存在である。しかしアイヌの人々を今でも差別する人

がいる。民族共生のためには違いを認め、互いを理解することが必要である。



講座３ 地域史『地域を知るということ』

講師 学芸員（主任） 戸田恭司 先生

戸田先生が記録してきた釧路の写真を見せていただきながら、釧路というまち・地域に

ついての講義でした。大人にとっては懐かしい釧路の風景、生徒にとっては知らなかった

釧路を発見となったのではないでしょうか。

生徒のレポートより

・釧路は地理的に近い東北の人々、鳥取県士族、北陸からの漁業者など、全国から人々が

移住してできた町だと分かった。また釧路は米町から始まってだんだん南大通りの方に

広がっていったと知った。

・学芸員の留意点として、必要な情報よりも多く集めることや、恣意的な判断を防ぐこと

の２つを挙げていた。これらはこれから探究活動を行っていくにあたって、参考にすべ

きことだと思った。そして、学芸員という仕事は毎日が探究活動であり、それを幅広い

世代の人々にどのように紹介するかという難しさがあるというも学ぶことができた。

講座４ 昆虫『昆虫の分類－「目」までの分類と同定－』

講師 学芸員（学芸専門員） 土屋慶丞 先生

博物館では収集した資料を相手にした「分類との闘い」とのこと、昆虫の分類や分類学

について、標本を提示しながらの講義でした。中学校の教科書に出てくるヤママユガや他

の標本を観察している生徒たちの目が、輝いていました。

生徒のレポートより

・「少年の日の思い出」に出てくるヤママユガの標本が、

見られた事が印象に残りました。他の標本もいくつか

見られて、今度博物館に行って他の昆虫の標本も見て

みたいし、標本の作り方も気になったので、調べてみ

ようと思います。

・昆虫は口の形や翅のたたみ方などを細かく調べていき

「目」までの分類は完了いている。「網・目・科・属・

種」の順により細かく分類されていき、中でも「属」や

「種」は専門家の領域である。

講座５ 魚類・両生類『希少生物の調査・研究と保護・保全』

講師 学芸員（主査） 野本和宏 先生

釧路湿原などの貴重な自然環境の中で暮らしてる、絶滅危惧種や天然記念物に関して、

その調査の意義・手法、保護や保全のあり方などについて、事例をあげながら説明してい

ただきました。また、湖陵から見える春採湖の生物や環境についても話題になりました。

生徒のレポートより

・キタサンショウウオといった生物が、釧路湿原という身近なところに生息していて、そ

の生物の生息適地が、ソーラーパネルの設置により奪われている。そのために、調査や

研究、保護・保全など地域に密着し、様々な連携をしながら活動をしている。

・ＧＩＳを活用したキタサンショウウオの生息地の推測が、特に印象に残りました。最近、

地理総合や講師の方などからＧＩＳを利用したデータを知り、自分でもＧＩＳを活用し

て絶滅危惧の生物たちの保護や環境の保全を、地域や釧路のために行っていきたいです。

生徒は、学芸員の皆さんの研究活動に励む姿勢に接し、今後授業で取り組む「探究的な

活動」への取り組み方を学ぶことができた、有意義な時間となりました。



「新時代に対応した高等学校改革支援事業（普通科改革支援事業）」

普通科新学科通信
No.16 令和５年10月４日発行 発行 探究科設置準備委員会

ご報告が遅れましたがＫＱⅠで実施した「校外巡検」について掲載いたします。

日 時 ９月15日（金）13:00～15:00
巡検先 釧路工業技術センター・釧路コールマイン株式会社・ＮＨＫ釧路放送局・

釧路地方裁判所・釧路市水産資料展示室・株式会社釧路製作所
株式会社ニッコー・株式会社釧路新聞社・株式会社釧路火力発電所・
ニトリ釧路店・釧路市立博物館・釧路海上保安部 以上12機関

当日は天候にも恵まれ、生徒は３校時終了後に各自で、巡検先へ移動しました。ＮＨＫ釧路
放送局ではお天気中継の体験、釧路地方裁判所では模擬裁判、釧路海上保安部では「巡視船え
りも」の見学など、他の事業所でも日頃見ることができないものを見学し、体験させていただ
きました。事前学習で巡検先の概要を調べて質問事項をまとめて、巡検に臨みました。釧路の
ことを知る、職業を知るという良い学習ができたと思います。
生徒のレポートから「自分の今後に生かしたいこと」を一部抜粋して紹介します。

【釧路工業技術センター】
他の機関と連携を取ることの大切さや、技術による地域おこしの良さを感じました。お話

を聞いて、未来でも機械にできない仕事はあってそれを人がやっていくというスタンスは変
わっていかないと感じました。また、技術開発は一つの企業や組織がやるのではなく、様々
な機関が連携し合って生まれているので協力することの大切さを感じました。

【釧路コールマイン株式会社】
釧路コールマインの経営理念である「地域とともに環境を考え、社会を創る」という考え

方を他人事にせず、自らSDGｓなどについて積極的に考え、地域の環境への意識を高めること
を大切にしたいと思った。

【株式会社釧路新聞社】
普段はあまり表に出ない仕事内容を学ばせていただき、本当にプロフェッショナルな仕事

だと思った。社内見学でも、一つの単語の使用について、４・５人で話し合っていたり、「人
の想いを人に伝える」「こまかいことを正確に」という見えない誠意が大切だと分かった。自
分の生活でもどこか手を抜いてしまうところがあったり、「まあいいか」で済ませている部分
があるから、細部までこだわったり、自分の意志に忠実に勉強や物事を進めていきたいと思
った。

【釧路地方裁判所】
裁判官に必要なのは法律の知識くらいだと思っていたが、実際には絶対に私情を持ち込ま

ずに、公平かつ平等でいないといけないとわかった。このようにその仕事に対して思い描い
ている事と実際の事が違う場合はたくさんあるだろうし、裁判官の固い意志のように勉強で
は手に入れたり養っていくことができないことはあるので、今のうちからいろいろな経験を
して多くの能力を養っていきたいと思った。

〈釧路地方裁判所〉 〈ＮＨＫ釧路放送局〉 〈釧路市水産資料展示室〉



【ＮＨＫ釧路放送局】
相手の立場になって考えることや相手にどのように伝えることでわかりやすく伝えられる

かなどを考える事が大切だと思った。取材をする時には、その情報が真実か否かをしっかり
と見極めることが大切なので、情報社会が進む私たちの生活の中でもたくさんの情報で溢れ
かえっているため、偏った情報だけに執着せずに、正しい情報かを見極めていくことが大切
だと思った。

【釧路市水産資料展示室】
釧路の水産業についてよく知らなかったが、職員の方のお話を聞き、釧路の漁業の歴史を

知ることができる展示を鑑賞して、釧路の水産業に対する理解を深めることができた。今後
進路を考える際、自分にとってやりがいのある仕事を見つけられるように視野を広げていき
たいと考えた。

【株式会社釧路製作所】
釧路製作所の大きな特徴として、働きやすい環境を整えたり、釧路で使用される製品を作

ったり、釧路市の代わりに公園を管理したり、社員や地域を第一に考えている企業だなと感
じた。そのような思いやりのある会社だからこそ釧路から信頼される会社なのだと思った。
単純に利益だけを考えるのではなく、地域貢献など社会にも役割を持てるような会社が、こ
の先いちばん必要になってくると考えた。自分のことばかり考えるのではなく、相手のこと
を思いやり生活していきたいと思う。。

【株式会社ニッコー】
ロボット産業の実態とこれからの未来に関して学ぶ事ができた。ロボットが人に変わって

仕事をしていき、これらを上手に使えば少子高齢化や過疎・過密、経済衰退などの日本の問
題が改善・好転していくのではないかと考えられる。そのような社会の中で自分はどのよう
なことをしていきたいか、可能性を広げていきたいので学力や知識や経験が足りないせいで、
夢を追えないことにはなりたくないので、これから勉学に励んで前へ進んでいこうと考えた。

【株式会社釧路火力発電所】
自分がやりたいプロジェクトやアイディアについて計画するとき、周りの人々や環境に不

利益ではないか・メリットはあるかなど、軸となる部分だけでなく、より視野を広げて改善
していくことが必要だと思った。ＫＱで地域創生プランを考える際、目の前の問題解決のみ
にこだわらないように気をつけたい。

〈釧路火力発電所〉 〈釧路海上保安部 巡視船えりも〉

【釧路海上保安部】
人命救助の際に相手の命を守ることだけでなく救助する側である自分たちも負傷しないよ

うにすることを心がけるという、先のことを見据えた行動をそらなければならないという点
においてこれからの生活に活かして行きたいと思った。

【ニトリ釧路店】
ものを売るという視点からでは自分や自分たちの考えが中心になってはいけないというこ

とを学びました。必ず買い手がいてその人達の声が第一優先であり、考慮しなければいけな
いということです。自分よがりにならずに必ず他者との関係をより良く築いていくことが大
切だと思います。

【釧路市立博物館】
将来学芸員の仕事に就くことも考えていたが、今回実際に学芸員の方のお話を聞いて様々

な工夫や想いを知り、ますます素晴らしい仕事だと感じた。ただ展示するだけでなく「お客
さんに何回でも来たいと思ってほしい、楽しいと感じてほしい」という思いでたくさんの工
夫をしているのを尊敬する。私もそのようにお客さんだけでなく相手のことを思える人にな
りたい。
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10月16日（月）に開催しました講演会の概要を報告をいたします。

『講演概要』
本校コンソーシアムのサポーターメンバーである、国立民族

学博物館から平井京之介先生に大阪から来釧していただき、

「はじめての文化人類学－探究活動を楽しむために！」と題し

て講演をしていただきました。

平井先生は大学卒業後、民間企業に就職しましたが、文化人

類学を学ぶために25歳の時に退職して、英国に留学しロンドン

大学経済政治学院でPh.D.取得、1995年から国立民族学博物館・総合研究大学院大学で教授

として研究活動をされています。講演は、「文化人類学とは何か」「わたしの探究活動」「探

究活動に向けて」の３部構成でお話が進みました。

「文化人類学とは何か」では、文化人類学の研究対象、研究方法としてのフィールドワ

ーク、研究テーマや質的研究・量的研究についての説明がありました。

「わたしの探究活動」では、平井先生が実施したフィールドワーク

の中から事例（失敗例も含めて）を説明していただきました。タイ

の日系工場では、現地の従業員と仕事をしたり、ラオスでは仏教僧

の研究ということでご自身も出家して僧侶と生活・修行を共にした

体験を交えてのお話でした。

「探究活動に向けて」では、探究活動の進め方について①テーマを

探す、②問いをつくる、③取材する、④情報収集する、⑤整理分類

する（ＫＪ法）、⑥その他 の順に事例を挙げて、詳しく解説してくださいました。

最後に「知識より、知識をどのように使うか、自ら学びを進め

る力が重視される」「探究とは、社会の中で自分の役割を見つけ、

自分らしい生き方を実現する力を養うこと」とのメッセージを頂

きました。

『講演終了後に集約した生徒の感想』

・周囲に興味を持ち、自ら課題を見つけ、主体的に問題を解決することがこれからの社会

のために必要だと感じた。課題解決する力、課題解決に必要な情報収集力、情報を整理

分析して答えを出す力を探究活動を通して身につけていきたい。

・日常生活の中で積極的に疑問に思ったことを調べようと思った。インターネットで調べ

るのが主流になってきているが、図書館や新聞、雑誌、事典、概説書、入門書、学術論

文など調べる手段はいろいろあることを講演で学ぶ事ができたので、いろいろな方法で

調べていこうと思った

・私は将来文化人類学を学びたいと考えているため、実際にどのような活動をされている

のかを詳しく聞くことができてとても良い時間になりました。そもそも文化人類学とは

どういった学問なのか。また、どのようにしてフィールドワークを進めていくのかとい

うことを知ることができて、改めて自分が何をしたいのかを考えることができました。

・探究活動を行う上で、取材や様々な文献を参考にすることがあるがその際に個人や団体

の情報を勝手に流出したり、取材相手に対して失礼な態度を取らない、文献の出典明示

を必ず行うなど、日常生活でも気をつけなければならないことを、今回の講演で改めて

学ぶ事ができた。また、取材相手の事は事前に調べておく、取材先で勝手な行動を取ら

ないなどごく当たり前な事だが、今の人達があまり気にしていない事も改めて常識とし

て学び、今後の生活でもより一層気をつけようと考えた。
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和歌山県立橋本高等学校とのオンライン交流について、報告します。橋本高校は、

本校同様に普通科改革支援事業の指定校で、昨年１月に学校視察をさせていただい

たことを契機に生徒の交流が始まりました。今回が２度目の交流です。

日 時 ２月２日（金）５校時

対 象 橋本高校２年生（５クラス）と本校普通科１年生（５クラス）

橋本高校２年の井田理恵さんの司会進行により、オンライン交流を開始しました。今回

はクラス単位での交流を実施しました。

１ 橋本高校生徒の発表と質疑応答

橋本高校は「SDGsの達成を視野に入れた学習」を

実施しています。２年生はSDGsの17項目の目標から

課題を設定して探究活動を行っており、「食品ロスを

なくすために」など、身近な課題について探究した成

果を発表しました。その後、本校生徒からの質問に答

えていただきました。

２ 本校生徒の発表と質疑応答

昨年９月に開催した発表会「地域創生に関するプラン」

の中から、各クラス代表が発表しました。この内容は11月

に「NoMaps 釧路・根室2023」の「高校生ビジネスコンペ

ティション」で発表したものです。

「釧路管内を盛り上げよう」「釧路養殖物語」など、釧

路市や釧路管内の課題を解決するために探究活動を実施し

た成果を発表しました。

３ グループ交流

クラス毎に４グループに分かれ交流を実施しました。

短時間ではありましたが、お互いの学校の学習や学校生

活に関すること、橋本市と釧路市の紹介など、積極的に

意見を交換することができた様子でした。

橋本高校は、平成18年に和歌山県立古佐田丘中学校を設

置し、「併設型中高一貫教育校」として現在に至っていま

す。世界遺産高野山の麓に位置していることもあり、高野山の文化・歴史に関する学習も

実施しています。

次年度以降も、交流学習を継続するため今後も橋本高校と連携を取りながら、事業を進

めていきたいと考えています。


